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に､ 1970年代後半から閑雛を纏めた時期に全国

的に運動を支えた｢職場の日劇と民主ii.譲を守

る中央漸各会議｣ a?運動が果たした役細ま非常

に大きなものであったと思っている｡この運動

は､その後結成された全労連の運動に引き継が

れた形とか)､中央レベルの蝕郎勺な運動は解

消されていったが､今駒なお労働組合の支援も

なく､さまざまな妨雷をうけなから国家機関を

利用して解藤､差別,抑圧と闘う労繊薫がいろ

いろの傾向の券鋤糾合の間辺に存桂している矩

これらの労勘考の交流と遵常､支援の運動をさ

らに強めてともに勝利させていくために､かつ

ての｢職場の白面と民主主薬を掌る中央連絡会

議｣のような活動を中央､地杭こ両年させ､残

されている多くの闘い､また新たな闘いを結集

し､ひとつひとつの闘いを勝利させていく必要

があるのではないか｡近年の聴力企業における

反共労務政録の違憲性を糾弾した最高裁判決な

どこれちの闘いの勝利は､とくに民間大企業の

労使関係と労繊細含運動の民主的な境域､条件

を広げる契椴となろう｡

(5)イデオロギー攻算に対する教育学習活動の系

統的な強化と推進

支配勘ま､労働堵日羽此の度動的諸政簾の榔

次ぐ推進に対する不満と怒り､抵揃と闘争が駕

み親している今11の摺粉の接闘こ欝厳を感じ､

環主的帯筋的緒方の高揚を抑え.分裂をはかる

イデオロギー攻鵜を2洞:紀に向かう円本社会の

危機論を申し･にしてあらためて強めつつある｡

｢新時代の請出本的経営旧を武器に,運合議閲

を｢騨造改革蕃闘｣路線に引き入れたIl総連は､

引き続き労勧者に対して｢規制緩和｣の必安倍､

舵)自三強的な藤川､街金､八重の在り方を合斑

化.暗部とするイデオロギー攻欝を多様な方法

で開始している｡

全労連の新方針は､撃溜･教翫嵩動を今年度

は特別に粛視し､ ｢安保｣ ｢態法｣などの撃摺運

動月間を設け､職場や地域での総革翻こ取り組

むとしている｡こうした独占資本のイデオロギ

ー攻韓の内密と方向が､酎乱節食､権利など

労働薯階級が騒刺勺に闘いとってきた嬢得物を

根底から漬し､資本‡鴬による労勧条件決宅の

システムを確立することに置かねていることに

対して､労働問題､労繊細合運動の原点に追っ

た理論と政窮の教育活動を系統的に強化､推進

していくことがこれまで以上に寵愛である｡

寧日薄められている琵要素闘争課題に関係L

ft'3㌢:語数膏のテーマとしては､硬用､賃金､権

利の遵礎理論､ ILOなどの国際的条約をはじめ

広範多岐にわたるが､なかでも女性労勘考の薗

面している今日的諸問題にかかわる基経的理講

の学割ま､男女労轍諸全体の学部課題として取

り組まれる必嬰があろう｡

わが国には国際的にも稲を大衆的学欝連動を

担う専門的な労働者教育協会とそねと協丸薬岡

の関係にある各地方､地域の学習運動組織があ

る｡たたかうまともな労働組合連動との関係を

翻こしながあ､栄樹組合運動の階級的民鄭勺菟

殿に野卑しまうと雑誌の発行､適格教帯､労働

挙嬢の開継などの諸活動を40数年にわたって進

めでいること純よく細られている通りである吟

多くの経験と実績の蟄かな専門家を諜集した鯖

本務勧弁護閏､同曲法飢湖､そしてこのような

大衆的孝謡連動組織が圏辺に符滋していること

は労拗組合運動のカ愚の形蛾と発擬にとってき

めめて有利､有葱議を条件といえよう言学潟教

育活動の特別の強化を打ち抽した全労連が労働

者教育協会や地質学常連動組織と多面的な協力

共同の関係を確立し､労勧精の階級的由覚とい

う蔑礎的なカ嶺の強化と労鋤組合としての教爾

力の発願に役立てていくことを期待するもので

ある｡
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